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大
飯
原
発
再
稼
動
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

関
西
電
力
管
内
の
ピ
ー
ク
電
力
に
つ
い
て

�

関
西
電
力
管
内
の
需
要
者
（
家
庭
・
大
口
業
務
・
小
口
業
務
・
大
口
産
業
・
小
口
産
業
）
別
割
合
い
か
ん
。

�

関
西
電
力
管
内
の
大
口
需
要
者
を
六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
夏
の
ピ
ー
ク
電
力
時
に
、
一
週
間
一
グ
ル
ー
プ
ず
つ
長
期
休

暇
を
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
操
業
修
正
を
す
る
こ
と
で
何
％
の
節
電
に
な
る
か
。

�

操
業
を
必
要
な
か
ぎ
り
抑
え
る
こ
と
で
、
相
当
な
節
電
が
可
能
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

�

�
に
示
し
た
節
電
案
で
足
ら
な
い
場
合
に
は
、
家
庭
に
対
し
節
電
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
電
力
ピ
ー
ク
時
の
節
電
が

十
分
に
行
わ
れ
る
と
考
え
る
。
節
電
の
見
通
し
も
提
示
せ
ず
に
、
急
い
で
大
飯
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

�

仮
に
、
関
西
電
力
管
内
だ
け
で
は
電
力
供
給
量
が
不
足
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
中
部
電
力
等
近
隣
の
電
力
会
社
管
内
で

も
同
様
な
協
力
を
お
願
い
し
、
融
通
し
て
も
ら
え
ば
大
飯
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
回

の
、
大
飯
原
発
の
再
稼
動
は
、
政
府
の
「
再
稼
動
あ
り
き
」
が
根
底
に
あ
り
、
電
力
不
足
は
後
付
の
理
屈
と
い
わ
れ
て
も

仕
方
な
い
の
で
は
な
い
か
。
改
め
て
、
大
飯
原
発
再
稼
動
の
必
要
性
を
問
う
。

一



二

内
閣
官
房
参
与
等
に
つ
い
て

�

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
内
閣
官
房
参
与
、
内
閣
府
参
与
は
何
人
に
な
っ
た
か
。

�

自
公
前
政
権
に
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
人
数
の
制
限
は
な
い
の
か
。

�

菅
内
閣
の
退
陣
時
に
す
べ
て
の
内
閣
官
房
参
与
、
内
閣
府
参
与
は
辞
任
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
田
匡
史
内
閣
官
房

参
与
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
野
田
政
権
で
も
再
任
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

�

峰
崎
�
樹
元
参
議
院
議
員
が
再
任
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

�

前
田
内
閣
官
房
参
与
は
、
原
発
の
輸
出
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
。

�

望
月
晴
文
元
内
閣
官
房
参
与
（
経
済
産
業
事
務
次
官
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
）
は
、
原
発
の
輸
出
に
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
来
た
か
。

	

望
月
晴
文
元
経
済
産
業
事
務
次
官
が
原
発
輸
出
企
業
で
あ
る
日
立
製
作
所
に
天
下
り
す
る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


